
 

学校間交流の事例(東玉川小学校編) 

 

【スカイプ交流】 

東玉川小学校（東京都世田谷区）とグンジャ小学校（京畿道始興市）の4年生の児童に

より，2018年11月26日（月）にスカイプ交流が行われました。 

 

１．交流内容  

・スケッチブックに貼った写真を見せ合い，英語で発表しました（台本を準備） 

時間 
活動内容 

備考 
教室１（学校の紹介） 教室２(町の紹介） 

13:30-13:35 挨拶 挨拶 

日本と韓国が 5

分ずつ交代で

発表する 

13:35-13:45 特色のある授業の紹介 お祭の紹介 

13:45-13:55 給食の紹介 放課後活動の紹介 

12:55-14:05 教室の紹介 街並みの紹介 

14:05-14:15 質疑応答 質疑応答 

 

２．交流に至った経緯 

・2017 年に当基金の韓国教員訪日団が東玉川小学校を訪問し，児童と交流しました。

その交流が契機となり，2018年に東玉川小学校から時差のない韓国と授業時間内に児

童同士で英語による Skype交流をしたいと申し出がありました。要望内容を確認したの

ち，2018年に訪韓団で学校訪問したグンジャ小学校を紹介しました。 

 

３．参加者の感想 

・「学校のある地域は比較的ネットや携帯電話の普及率の低い地域なので，今回のよう

に日本の児童とモニターを通して，お互いを見ながら，学校や地域の説明をし，質問し

合う Skype 交流は記憶に残る意義深い経験でした。お互いに不思議に感じながら，いっ

しょに笑いあって交流ができとてもよかったです。」（韓国側教諭） 

・「画面に日本人の生徒の顔が出て不思議でしたが，韓国語で挨拶をしてくれて嬉しか

ったです。学校と地域についての発表を通して，お互い直接会話ができて，日本や相手

が住む地域について更に興味が湧いたので，また交流したいです。」（韓国側児童） 

 

４．交流の様子 

  

グンジャ小学校教室（京畿道始興市） グンジャ小学校教室（京畿道始興市） 


